
小
池
都
政
誕
生
か
ら
1
年
8

か
月
、
任
期
の
折
り
返
し
を
迎

え
、
財
界
と
安
倍
暴
走
政
治
に

追
随
す
る
姿
が
見
え
て
く
る
な

か
で
、
革
新
都
政
を
つ
く
る
会

は
、
都
民
要
求
実
現
全
都
連
絡

会
協
賛
、
東
京
民
報
社
後
援
で

4
月
27
日
、
「
都
政
転
換
を
め

ざ
す
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
歴
史
的
な
南
北

首
脳
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
、
同

時
刻
に
国
民
を
欺
く
安
倍
内
閣

の
総
辞
職
を
求
め
る
国
会
行
動

が
展
開
さ
れ
る
大
激
動
の
な
か

で
都
政
の
あ
り
方
を
問
う
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、
荻
原
淳

代
表
世
話
人
が
あ
い
さ
つ
。
安

倍
暴
走
政
権
が
悪
政
を
推
進
す

る
も
と
で
、
小
池
知
事
は
国
政

・
都
政
を
混
乱
さ
せ
、
選
挙
で

掲
げ
た
都
民
と
の
約
束
を
守
ら

ず
厳
し
い
批
判
を
浴
び
て
い
る

と
述
べ
、
「
都
民
が
主
人
公
の

都
政
に
転
換
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

そ
の
都
政
に
対
し
、
都
民
の

暮
ら
し
、
い
の
ち
、
平
和
を
守

る
た
め
に
奮
闘
す
る
日
本
共
産

都
議
団
の
大
山
と
も
子
幹
事
長

が
「
い
ま
、
小
池
都
政
は
何
を

め
ざ
し
て
い
る

か
」と
題
し
て
、

都
議
会
で
の
論

戦
を
踏
ま
え
て

講
演
し
ま
し

た
。大

山
氏
は
冒

頭
、
14
兆
円
に

も
及
ぶ
巨
大
な

東
京
都
の
予
算

を
都
民
の
た
め

に
ど
う
使
う
か

で
都
政
の
姿
が

浮
き
彫
り
に
な

る
と
指
摘
し
、
日
本
共
産
党
都

議
団
が
2
0
1
8
年
度
予
算
に

反
対
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
大
山
氏
は
、
築
地

市
場
の
移
転
問
題
を
取
り
上

げ
、
敷
地
内
に
環
状
2
号
線
を

通
す
た
め
の
用
地
取
得
費
1
0

0
億
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
を

紹
介
。
こ
れ
は
、
築
地
市
場
廃

止
が
前
提
で
あ
り
、
小
池
知
事

は
、
食
の
安
全
・
安
心
、
築
地

市
場
を
守
る
と
し
た
自
ら
の
公

約
を
投
げ
捨
て
て
、
深
刻
な
土

壌
汚
染
の
豊
洲
へ
、
市
場
関
係

者
の
合
意
も
納
得
も
得
ら
れ
て

い
な
い
な
か
で
移
転
を
強
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
石
原

都
政
以
来
の
大
型
開
発
偏
重
が

継
続
し
て
お
り
、
外
郭
環
状
道

路
、
特
定
整
備
路
線
な
ど
巨
額

の
道
路
建
設
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
る
と
述
べ
、
岸
記
念
体

育
館
移
転
を
め
ぐ
る
疑
惑
追
及

で
明
ら
か
に
な
っ
た
小
池
知
事

が
掲
げ
る
都
政
の
透
明
化
や
都

政
改
革
な
ど
は
「
絵
に
か
い
た

餅
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

大
山
氏
は
、
保
育
、
特
養
ホ

ー
ム
、
子
育
て
な
ど
の
施
策
で

の
前
進
に
つ
い
て
、
都
民
運
動

と
結
ん
だ
都
議
団
の
奮
闘
の
紹

介
と
と
も
に
、
予
算
の
「
組
み

替
え
提
案
」
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
議
会
第
1
回
定
例

会
中
に
浮
上
し
た
「
迷
惑
防
止

条
例
」
や
「
横
田
基
地
へ
の
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
強
行
」
に
対
す

る
小
池
知
事
と
都
議
会
各
派
の

態
度
に
つ
い
て
は
、
広
範
な
都

民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
共
有
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
切
実
な
都

民
の
く
ら
し
、
福
祉
を
守
る
都

民
要
求
実
現
の
活
動
に
は
、
強

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
に
つ
づ
い
て
、
都
民
要

求
実
現
、都
政
転
換
を
求
め
て
、

各
分
野
か
ら
5
氏
が
発
言
。
切

実
な
思
い
を
こ
め
て
、
小
池
都

政
を
厳
し
く
告
発
し
ま
し
た
。

築
地
を
守
る

神
楽
坂
で
、

す
し
茶
屋
・
吟
遊
を
営
む
二
本

松
進
さ
ん
は
、
全
国
各
地
の
魚

市
場
を
ま
わ
っ
た
経
験
を
踏
ま

え
、
築
地
市
場
の
素
晴
ら
し
さ

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
豊
洲

新
市
場
を
見
学
し
た
が
、
仲
卸

や
仕
出
し
業
者
、
観
光
客
の
こ

と
を
何
も
考
え
て
い
な
い
こ
と

が
歴
然
だ
」と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
築
地
再
整
備
た
め
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
と
話
し
ま

し
た
。

東
京
の
福
祉
を
守
る

高
す

ぎ
る
国
民
保
険
料
（
税
）
へ
都

民
の
叫
び
が
あ
が
る
実
態
に
つ

い
て
東
京
社
保
協
事
務
局
長
の

寺
川
慎
二
さ
ん
が
告
発
。
さ
ら

に
値
上
げ
さ
れ
る
2
0
1
8
年

度
試
算
額
を
示
し
、
各
自
治
体

へ
の
運
動
と
政
治
の
転
換
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

東
京
の
ま
ち
が
壊
さ
れ
る

住
民
追
い
出
し
、ま
ち
壊
し
、

歴
史
と
環
境
を
破
壊
す
る
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
を
求
め
る

住
民
運
動
が
都
内
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定
整
備
路

線
連
絡
会
・
道
路
問
題
し
な
が

わ
連
絡
会
の
岩
本
ま
り
さ
ん

が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
破
壊
に

反
対
す
る
思
い
を
込
め
て
運
動

へ
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
が
戦
争
を
連
れ

て
く
る

4
月
3
日
、
外
務
省

が
突
然
横
田
基
地
へ
の
Ｃ
Ｖ
‐

22
の
配
備
の
繰
り
上
げ
を
通

知
。5
日
の
飛
来
の
直
後
に
は
、

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練
で
基
地
近

隣
の
中
学
校
校
庭
へ
の
落
下
事

故
が
発
生
し
た
こ
と
を
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
反
対
東
京
連
絡
会
・

事
務
局
長
の
岸
本
正
人
さ
ん
が

報
告
。
危
険
な
実
態
と
緊
急
反

対
行
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

迷
惑
防
止
条
例
―
脅
か
さ
れ

る
都
民
の
権
利

市
民
運
動
を

取
り
締
ま
り
、
報
道
の
介
入
を

可
能
と
す
る
都
迷
惑
防
止
条
例

「
改
正
」
案
。
自
由
法
曹
団
東

京
支
部
・
弁
護
士
の
舩
尾
遼
さ

ん
が
、
市
民
の
反
対
運
動
の
広

が
り
と
、
都
議
会
で
の
論
戦
で

濫
用
さ
せ
な
い
「
し
ば
り
」
を

か
け
た
こ
と
を
報
告
し
、
濫
用

を
許
さ
な
い
運
動
の
継
続
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
っ
て
、
佐
久
間

千
絵
代
表
世
話
人
が
あ
い
さ

つ
。
都
政
と
国
政
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
る
中
で
幅
広
い
方
々
が

参
加
さ
れ
て
の
「
都
政
転
換
を

め
ざ
す
講
演
会
」
に
な
っ
た
と

述
べ
、
都
民
優
先
の
都
政
に
切

り
替
え
る
た
め
に
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
広
げ
よ
う
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

5
月
1
日
、
◇
9
条
改
憲
反

対
◇
戦
争
法
廃
止

安
倍
政
権

の
退
陣
を
！
◇
な
く
せ
貧
困
・

格
差

8
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ

る
社
会
を
！
◇
辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対

震
災
復
興

原
発

ゼ
ロ
を
と
、
第
89
回
メ
ー
デ
ー

が
全
国
3
0
7
ヵ
所
で
開
か

れ
、
約
15
万
人
以
上
が
参
加
。

代
々
木
公
園
に
は
2
万
8
千
人

（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
て

中
央
メ
ー
デ
ー
を
実
施
。
都
内

3
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進
し
、「
安

倍
内
閣
は
総
辞
職
せ
よ
」
「
憲

法
9
条
守
ろ
う
」
「
長
時
間
労

働
な
く
せ
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
や
�
森
そ
ば
と
加
計
そ

ば
�
を
並
べ
た
「
そ
ば
処
・
あ

き
え
庵
」
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

憲
法
施
行
か
ら
71
年
と
な
る

憲
法
記
念
日
の
5
月
3
日
、
安

倍
政
権
に
よ
る
改
憲
の
動
き
、

憲
法
を
無
視
・
破
壊
す
る
「
暴

走
」
に
共
同
の
力
で
立
ち
向
か

お
う
と
、
東
京
有
明
の
東
京
臨

海
防
災
公
園
で
「
9
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を

！
5
・
3
憲
法
集
会
2
0
1
8
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開

催
。6
万
人
が
参
加（
主
催
者
発

表
）
。
戦
争
さ
せ
な
い
・
9
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
と
安
倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
共
催

し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
手

を
つ
な
い
だ
立
憲
野
党
・
会
派

の
5
人
の
代
表
と
と
も
に
、「
憲

法
守
ろ
う
」
「
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ

！
」
「
安
倍
政
権
退
陣
」
と
コ

ー
ル
。
集
会
後
2
コ
ー
ス
に
分

か
れ
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
安

倍
政
権
下
で
の
9
条
改
憲
に
反

対
し
て
昨
秋
か
ら
全
国
で
集
め

ら
れ
て
い
る
署
名
の
中
間
報
告

が
あ
り
、
1
3
5
0
万
筆
に
達

し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
6
日
、
被
爆
地
・
広
島
、

長
崎
を
め
ざ
し
て
歩
く
「
原
水

爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
2
0

1
8
」（
東
京
―
広
島
コ
ー
ス
）

が
江
東
区
の
夢
の
島
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。
出
発
集
会
に
は
8

0
0
人
以
上
が
参
加
。
開
会
あ

い
さ
つ
し
た
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
実
行
委
員
会
運
営
委
員
会

代
表
の
高
草
木
博
さ
ん
は
、
朝

鮮
半
島
の
統
一
と
平
和
と
非
核

の
目
標
が
合
意
さ
れ
、
ア
ジ
ア

と
世
界
の
平
和
へ
大
き
な
一
歩

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
指

摘
。
「
次
の
一
歩
は
日
本
で
踏

み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
核
の
願
い
と
憲
法
9
条
を
輝

か
せ
る
国
の
実
現
へ
歩
み
だ
そ

う
」と
訴
え
ま
し
た
。集
会
後
、

都
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

南
北
首
脳
会
談

が
行
わ
れ
て
「
朝

鮮
半
島
の
完
全
な

非
核
化
」「
休
戦
か

ら
戦
争
の
終
結
」

が
合
意
さ
れ
、
い

よ
い
よ
米
朝
会
談

へ
向
お
う
と
い
う

の
に
、
東
京
で
は
横
田
に
ア
メ

リ
カ
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
本
格
的

に
配
備
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
の

ち
ぐ
は
ぐ
な「
落
差
」を
ど
う
考

え
る
か
▼
一
時
配
備
と
は
い
え

外
務
省
が
4
月
3
日
に
発
表

し
、
5
日
に
5
機
が
飛
来
し
て

き
て
、
10
日
に
は
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
が
羽
村
第
三
中
学
校
に
落
下

し
た
。
た
か
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

と
い
う
な
か
れ
、
実
に
い
や
な

予
感
が
す
る
で
は
な
い
か
。
沖

縄
県
宜
野
湾
市
が
発
表
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
普
天
間
基
地

所
属
の
米
軍
機
と
米
軍
へ
の
野

落
下
事
故
は
、
沖
縄
復
帰
後
1

3
5
だ
と
い
う
▼
首
都
圏
の
空

の
下
に
は
こ
の
米
軍
オ
ス
プ
レ

イ
10
機
に
加
え
て
、
千
葉
県
木

更
津
駐
屯
地
に
自
衛
隊
の
オ
ス

プ
レ
イ
17
機
が
加
わ
る
が
、
こ

ち
ら
は「
初
心
者
マ
ー
ク
つ
き
」

だ
（
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
が

催
し
た
都
政
講
演
会
で
の
オ
ス

プ
レ
イ
反
対
東
京
連
絡
会
・
岸

本
正
人
氏
の
発
言
）
▼
そ
れ
に

今
度
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
米

側
か
ら
の
通
告
が
あ
っ
た
の
は

3
月
16
日
で
「
黙
っ
て
い
て
く

れ
」
と
い
わ
れ
て
4
月
3
日
ま

で
外
務
省
は
黙
っ
て
い
た
の
だ

そ
う
だ
。許
せ
ま
す
か
。ア
メ
リ

カ
に
言
わ
れ
て
外
務
省
は
黙
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
都
民
は
黙

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
せ
る

必
要
が
あ
る
。
6
月
5
日（
火
）

6
時
30
分
よ
り
日
比
谷
野
音
で

抗
議
集
会
が
あ
る
の
だ
（
木
）

「都政転換をめざす講演会」開催

小池都政をどうみるか

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

安
倍
政
権
の
退
陣
を
！

憲
法
か
が
や
く新

し
い
政
治
を

安
倍
政
権
の
退
陣
を
！

憲
法
か
が
や
く新

し
い
政
治
を

革新都政をつくる会

な
く
せ
貧
困
・
格
差

８
時
間
働
け
ば
暮
せ
る
社
会
を
！

な
く
せ
貧
困
・
格
差

８
時
間
働
け
ば
暮
せ
る
社
会
を
！

非
核
の
願
い
と
憲
法
９
条

輝
か
せ
る
国
の
実
現
へ

非
核
の
願
い
と
憲
法
９
条

輝
か
せ
る
国
の
実
現
へ

2018年5月15日

2018年5月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!
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「
行
政
プ
ロ
の
知
事
」
（
東

京
都
知
事
・
日
比
野
登
編
）
と

称
さ
れ
た
鈴
木
俊
一
元
都
知

事
。そ

の
出
発
は
、
戦
前
の
内
務

省
地
方
局
行
政
課
で
、
戦
後
は

地
方
自
治
省
次
長
、
自
治
次
官

な
ど
を
歴
任
、
そ
の
間
に
東
京

都
制
の
立
案
に
も
か
か
わ
っ
た

人
物
で
す
。

そ
の
後
、
東
（
あ
ず
ま
）
都

政
時
代
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
む
け
て
の
手
腕
を
期

待
さ
れ
副
知
事
に
就
任
、
1
9

6
7
年
の
都
知
事
選
挙
で
は
都

知
事
候
補
に
選
定
さ
れ
た
も
の

の
立
候
補
に
い
た
ら
ず
、
大
阪

万
国
博
覧
会
の
事
務
総
長
に
就

任
す
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
7
1
年
の
都
知

事
選
挙
で
も
自
民
党
の
都
知
事

候
補
と
し
て
擁
立
さ
れ
る
な

ど
、
1
9
7
9
年
の
都
知
事
就

任
に
い
た
る
過
程
は
、
国
、
自

民
党
と
不
即
不
離
の
関
係
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
同
時
に
、
こ
う
し
た
「
東

京
都
制
立
案
」
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
「
大
阪
万
国
博
覧

会
」
な
ど
、
日
本
の
政
治
、
経

済
活
動
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重

要
な
仕
事
に
か
か
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
背
景
に
は
、
日
本
の
政

治
・
経
済
を
支
配
す
る
財
界
の

意
向
ぬ
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

財
界
の
財
界
に
よ
る

財
界
の
た
め
の
都
政

当
時
、
日
本
の
財
界
は
、
経

済
団
体
連
合
会
、
日
本
経
営
者

団
体
連
盟
（
現
在
、
両
団
体
が

統
合
し
日
本
経
済
団
体
連
合

会
）
、
経
済
同
友
会
、
日
本
商

工
会
議
所
の
4
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
、

国
、
地
方
で
の
革
新
勢
力
の
躍

進
に
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
反
転

攻
勢
に
で
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
革
新
都
政
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都
政

が
誕
生
し
た
1
9
6
7
年
の
都

知
事
選
挙
で
は
、
こ
の
財
界
4

団
体
が
各
種
業
界
代
表
や
大
企

業
な
ど
を
あ
つ
め
民
社
党
（
当

時
）
の
候
補
へ
の
支
援
を
指
示

す
る
と
い
う
異
例
の
対
応
を
お

こ
な
い
、
そ
の
後
も
革
新
都
政

転
覆
の
策
動
は
つ
づ
け
ら
れ
、

1
9
7
9
年
の
鈴
木
都
政
誕
生

に
い
た
っ
た
の
で
す
。

鈴
木
都
知
事
は
、
ま
さ
に
、

�
財
界
の
切
り
込
み
隊
長
�
と

し
て
都
政
に
乗
り
こ
ん
で
き
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
鈴
木
都
知
事
は
、
就
任

早
々
に
、
東
京
都
の
主
要
幹
部

を
引
き
つ
れ
て
財
界
総
本
山
の

経
団
連
を
訪
問
、
財
界
と
の
蜜

月
関
係
を
あ
ら
た
め
て
示
す
と

と
も
に
、
各
種
私
的
懇
談
会
へ

の
財
界
関
係
者
の
登
用
、
の
ち

の
開
発
第
3
セ
ク
タ
ー
へ
の
財

界
・
大
企
業
の
門
戸
開
放
な

ど
、
自
治
体
に
お
け
る
財
界
戦

略
の
具
体
化
の
先
導
役
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

大
企
業
の
た
め
の
開
発
計
画

「
マ
イ
タ
ウ
ン
東
京
構
想
」
を

は
じ
め
、
そ
の
後
の
4
期
12
年

に
わ
た
る
、
臨
調
・
行
革
の
も

ち
こ
み
、
福
祉
の
切
り
す
て
、

民
間
活
力
活
用
、
同
時
多
発
的

な
都
市
開
発
、
そ
し
て
利
権
横

行
な
ど
の
都
政
は
、
そ
の
こ
と

を
雄
弁
に
も
の
語
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
誕
生

鈴
木
都
政
を
考
え
る
う
え

で
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と

は
、
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業

協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
の
創

立
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
鈴

木
都
知
事
誕
生
の
数
ヶ
月
後

に
、
当
時
の
鋼
材
倶
楽
部
理
事

長
の
斎
藤
英
四
郎
新
日
本
製
鐵

社
長
と
日
本
土
木
工
業
協
会
会

長
の
前
田
忠
次
鹿
島
建
設
副
社

長
の
呼
び
か
け
で
、
鉄
鋼
、
建

設
業
界
な
ど
の
6
団
体
で
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
か
か
わ
る
機
械
、
造

船
、
自
動
車
、
セ
メ
ン
ト
、
電

力
、
不
動
産
、
運
輸
、
通
信
、

サ
ー
ビ
ス
、
金
融
、
保
険
」
な

ど
の
業
界
企
業
で
構
成
さ
れ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
空
に
高

く

地
に
深
く

海
に
広
く
」

を
か
か
げ
、
計
画
に
は
東
京
湾

横
断
道
路
、
臨
海
部
開
発
、
汐

留
貨
物
駅
跡
地
開
発
、
東
京
外

か
く
環
状
道
路
な
ど
、
の
ち
に

実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
都
政
は
鈴
木

知
事
の
も
と
で
、
貿
易
摩
擦
を

背
景
と
し
た
内
需
拡
大
と
国
の

財
政
破
綻
対
策
と
し
て
の
「
小

さ
な
政
府
」
を
推
進
す
る
財
界

と
、
そ
の
も
と
で
東
京
都
を
ま

き
こ
ん
だ
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
も
く
ろ
む
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
と
の
二
人
三
脚
で
の
都
政
運

営
に
変
質
さ
せ
ら
れ
た
の
で

す
。

卯
月
は
じ
め

外
務
省
が
4

月
3
日
、
横
田

基
地
へ
の
Ｃ
Ｖ

‐
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
日
程

の
変
更
を
発
表

し
、
横
田
基
地

に
一
時
的
に
飛

来
、
本
年
夏
ご

ろ
か
ら
配
備
を

始
め
る
と
の
発

表
。横

田
基
地
に

は
今
後
数
年
間

で
、
10
機
の
Ｃ
Ｖ
‐
22
と
約
4

5
0
人
の
兵
員
が
配
備
さ
れ
、

家
族
約
1
千
人
も
移
転
し
て
き

ま
す
。
基
地
内
の
住
宅
不
足
が

指
摘
さ
れ
、
基
地
外
に
米
軍
専

用
住
宅
地
が
拡
大
す
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
。

何
の
説
明
も
な
く
配
備
さ
れ

る
こ
と
に
、
地
元
自
治
体
、
住

民
に
驚
き
と
不
安
の
声
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。

福
生
市
の
市
長
は
「
前
倒
し

に
大
変
驚
い
て
い
る
。
地
域
住

民
の
安
全
性
へ
の
懸
念
は
払
し

ょ
く
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
出
し
、
「
横
田
基
地

に
関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
」
も
防
衛
省
北
関

東
防
衛
局
に
情
報
提
供
を
求

め
、
米
国
に
安
全
対
策
の
徹
底

な
ど
を
働
き
か
け
る
よ
う
申
し

入
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
4
月

10
日
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓

練
中
に
事
故
が
あ
り
、
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
が
羽
村
第
3
中
学
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
落
下
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
あ
き

る
野
市
議
会
は
こ
の
事
故
も
含

め
4
月
12
日
、
「
国
に
よ
る
説

明
責
任
が
果
た
さ
れ
ず
、
市
民

の
不
安
が
払
拭
し
な
い
ま
ま
Ｃ

Ｖ
‐
22
の
横
田
基
地
へ
の
配
備

が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く
求

め
る
」
声
明
文
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｖ
‐
22
配
備
の
経
過
で
、

在
日
米
軍
司
令
部
か
ら
接
受
国

通
告
が
3
月
16
日
に
あ
り
、
米

側
か
ら
調
整
が
整
う
ま
で
は
、

日
本
側
か
ら
の
公
表
を
控
え
る

よ
う
要
請
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
衆
院
外
務
委
員
会
で
の
質
疑

で
明
ら
か
に
）
政
府
は
、
具
体

的
な
安
全
性
に
触
れ
ず
、
配
備

を
隠
ぺ
い
し
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
・
普
天
間
基
地
に
配
備

さ
れ
た
Ｍ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ

は
、
墜
落
、
緊
急
着
陸
、
部
品

落
下
事
故
な
ど
を
頻
発
さ
せ
、

配
備
以
来
の
重
大
事
故
率
は
1

・
93
か
ら
3
・
24
と
倍
増
し
、

海
兵
隊
航
空
機
の
平
均
事
故
率

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ
は
、

敵
地
侵
入
、
夜
間
強
襲
、
暗
殺
、

拉
致
な
ど
の
特
殊
任
務
を
も
つ

た
め
に
、
夜
間
超
低
空
飛
行
訓

練
な
ど
激
し
い
訓
練
を
必
須
と

し
て
い
ま
す
。
事
故
率
も
10
万

飛
行
時
間
で
換
算
す
る
と
4
・

05
に
な
り
、
Ｍ
Ｖ
‐
22
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

事
故
率
が
高
く
危
険
な
訓
練

を
お
こ
な
う
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ

レ
イ
を
首
都
東
京
の
人
口
密
集

地
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
米
軍
横

田
基
地
に
飛
来
・
配
備
す
る
こ

と
は
、
東
京
、
近
県
と
そ
の
周

辺
の
す
べ
て
の
住
民
の
平
和
的

生
存
権
を
脅
か
す
も
の
で
す
。

4月5日に横田基地に飛来した
ＣＶ‐22＝羽村平和委員会撮影

配
備
発
表
か
ら
連
日
、
緊
急

行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
5
日
（
木
）
横
田
基
地

へ
の
抗
議
行
動
と
北
関
東
防
衛

局
・
横
田
防
衛
事
務
所
へ
の
要

請
行
動
。
同
6
日（
金
）に
は
福

生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ク
に

て
緊
急
抗
議
集
会
を
行
い
5
0

0
人
が
参
加
。
15
日
（
日
）
に

は
、
10
年
目
に
入
る
横
田
基
地

座
り
込
み
行
動
（
福
生
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ク
）
が
5
0
0

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
日
に
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
東

京
連
絡
会
の
呼
び
か
け
の
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
緊
急
院
内

集
会
」
が
行
わ
れ
、
3
0
0
席

の
会
場
の
衆
議
院
会
館
大
会
議

室
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
東
京
選
出
の
国
会
議

員
、
日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
衆

院
議
員
、
山
添
拓
参
院
議
員
が

参
加
。
笠
井
亮
衆
院
議
員
（
共

産
党
）
、
伊
藤
俊
輔
衆
院
議
員

（
希
望
の
党
）
、
初
鹿
昭
博
衆

院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）
、
手

塚
仁
雄
衆
院
議
員
（
同
）
、
渡

辺
浩
一
郎
衆
院
議
員（
自
由
党
）

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
都
議
会
議
員
か
ら

は
、
日
本
共
産
党
の
徳
留
道
信

・
星
見
て
い
子
都
議
会
議
員
が

参
加
。
山
内
れ
い
子
都
議
会
議

員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）
、
社
会

民
主
党
東
京
都
連
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

党
派
を
超
え
て
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
に
反
対
す
る
共
同
が
東
京

で
ひ
ろ
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

安
全
対
策
の
裏
付
け
も

確
証
も
な
い
隠
ぺ
い
配
備

横田基地への配備許すな！横田基地への配備許すな！
ＣＶ‐２２オスプレイＣＶ‐２２オスプレイ

連
日
の
抗
議
・
集
会

緊
急
院
内
集
会
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